
ネットワークビューのセットアップとモニ

ター

SRポリシーと RSVP-TEトンネルを管理する前に、UIをよく理解して、ネットワークビュー
を設定します。ここでは、次の内容について説明します。

•ダッシュボードでのクイックビューの取得（1ページ）
•トポロジマップでのデバイスとリンクの表示（3ページ）
•デバイスグループを使用したトポロジビューのフィルタ処理（12ページ）
•マップ表示設定のカスタマイズ（17ページ）
•簡易アクセスのトポロジビューの保存（18ページ）

ダッシュボードでのクイックビューの取得
ホームページにはカスタマイズ可能な一連のダッシュレットが表示され、デバイスの到達可能

性や動作ステータスなど、管理対象ネットワークの運用の概要がひと目でわかります。ダッ

シュボードは一連のダッシュレットで構成され、各ダッシュレットは同じカテゴリに属するさ

まざまなタイプのデータを表します。
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図 1 : Crossworkのホームページ

説明引き出

し線番

号

メインメニュー：メインメニューでは、インストールされている Cisco Crosswork
アプリケーションと、デバイス管理および管理のタスクに移動できます。メニュー

オプションは、インストールされている Cisco Crossworkアプリケーションによっ
て若干異なる場合があります。

1

ダッシュレット：情報は、インストールされているCiscoCrossworkアプリケーショ
ンによって異なります。

•ダッシュレット内の詳細情報をドリルダウンするには、値をクリックします。
クリックしたフィルタ処理済みデータのみを表示するウィンドウが表示されま

す。

•ダッシュレットのレイアウトを追加または変更するには、[ビューのカスタマイ
ズ（CustomizeView）]をクリックします。ダッシュレットを目的のレイアウト
に移動し、[保存（Save）]をクリックします。
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説明引き出

し線番

号

設定のアイコン：

[アラート（Alerts）]アイコンは、注意が必要なシステム操作に関連する現在の
エラー状態を通知し、それらの状態に関する詳細情報へのリンクを提供します。

[イベント（Events）]アイコンは、システム操作に関連する新しいイベントを通
知し、すべてのシステムイベントの履歴にアクセスできるようにします。

[バージョン情報（About）]アイコンには、Cisco Crosswork製品の現在のバー
ジョンが表示されます。

[ユーザーアカウント（User Account）]アイコンを使用すると、ユーザー名の表
示、パスワードの変更、ログアウトを行えます。

3

トポロジマップでのデバイスとリンクの表示
ネットワークトポロジマップを表示するには、メインメニューから [トポロジ（Topology）]を
選択します。

詳細については、「デバイスとリンクの詳細の表示（6ページ）」を参照してください。

図 2 : Cisco Crosswork UIとトポロジマップ
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説明引き出

し線番

号

[トポロジマップビュー（TopologyMapView）]：[表示（Show）]ドロップダウンリ
ストから、マップに表示するデータを表示するオプションをクリックします。

[トポロジ（Topology）]を選択すると、ネットワーク内のデバイスとリンクが表示
されます。

[トラフィックエンジニアリング（Traffic Engineering）]を選択すると、TEトンネ
ル情報が表示されます。トラフィックエンジニアリングのトポロジマップの詳細に

ついては、「トポロジマップでの SR-MPLSおよび SRv6ポリシーの表示」および
「トポロジマップでの RSVP-TEトンネルの表示」を参照してください。

1

[デバイスグループ（Device Groups）]：ドロップダウンリストから、マップに表示
するデバイスのグループをクリックします。他のすべてのデバイスグループは非表

示になります。

2

[表示/非表示（Show/Hide）]：ドロップダウンリストから、マップに表示するネッ
トワークレイヤをクリックします。選択したレイヤに属するすべてのデバイスとリ

ンクが表示されます。デフォルトでは、すべてのレイヤが表示されます。
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説明引き出

し線番

号

[トポロジマップ（Topology Map）]：ネットワークトポロジは、論理マップまたは
地理的マップに表示できます。ここでは、デバイスとリンクが地理的コンテキスト

で表示されます。マップでドリルダウンすると、デバイスとリンクに関する詳細を

確認できます。

[デバイス（Device）]：

•デバイス設定の概要を表示するには、マウスカーソルをデバイスアイコンの上
に合わせます。ホスト名、状態、ノードID、およびデバイスタイプを表示する
ポップアップウィンドウが表示されます。

•デバイスの詳細を表示するには、デバイスアイコンをクリックします。

•デバイスが物理的に近接している場合、地理的なマップはそれらをクラスタと

して表示します。青色の円内の番号（ ）は、クラスタ内のデバイスの数を

示します。この方法でデバイスを表示すると、マップ上での重複や混乱を防ぐ

ことができます。

[リンク（Link）]：

•実線は、2つのデバイス間の単一リンクを示します。2つのデバイス間、また
はデバイスとデバイスのクラスタの間に複数のリンクがある場合は、代わりに

線は点線で表示されます。破線は、複数のリンクを表す集約リンクか、または

同じ物理リンクでの複数のプロトコル（IPv4や IPv6など）の使用を示します。

• Aと Zはそれぞれヘッドエンドとエンドポイントを示します。

•リンク情報の詳細を表示するには、リンクをクリックします。

デュアルスタックリンクは、集約されていても 1本の線で表示されま
す。

（注）

4

：論理マップは、自動レイアウトアルゴリズムに従って配置されたデバイスとそ

れらのリンクを示し、地理的な位置は無視されます。レイアウトアルゴリズムを変

更できます。

：地理的マップは、単一のデバイス、デバイスクラスタ、リンク、およびトンネ

ルを世界地図に重ねて表示します。マップ上の各デバイスの位置は、デバイスイン

ベントリで定義されているデバイスの GPS座標（経度と緯度）を反映します。

：[表示設定（Display Preferences）]ウィンドウでは、デバイス、リンク、使用
率、フレキシブルアルゴリズム、および TEトンネルメトリックの表示設定を変更
できます。
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説明引き出

し線番

号

[サイドパネルの展開/折りたたみ/非表示（Expand/Collapse/Hide Side Panel）]：サイ
ドパネルの内容を展開するか、または折りたたみます。トポロジマップを拡大表示

するには、サイドパネルを閉じます。

6

[ミニダッシュボード（Mini Dashboard）]には、IPドメインとデバイスの到達可能
性ステータスの概要が表示されます。フィルタが適用されると、[ミニダッシュボー
ド（MiniDashboard）]が更新され、[デバイス（Devices）]テーブルに表示される内
容が反映されます。

アラームステータス機能が有効になっている場合は、ここにアラーム情

報も表示されます。アラームステータスを表示するには、CommonEMS
サービスアプリケーションをインストールし、アラームを表示するデバ

イスで Syslogおよび SNMPトラップのホスト情報を設定する必要があ
ります。詳細については、『Cisco Crosswork Infrastructure and Applications
Installation Guide』および『Cisco Crosswork Infrastructure and Applications
Administration Guide』を参照してください。アラームステータス機能
は、一部のライセンスパッケージで利用できます。

（注）

7

このウィンドウの内容は、トポロジマップの [表示（Show）]に設定されている内
容と、デバイス、リンク、SR-MPLSポリシー、SRv6ポリシー、または RSVP-TE
トンネルの詳細情報を表示することを選択しているかによって異なります。

8

[保存済みカスタムマップビュー（Saved Custom Map Views）]：現在のマップの設
定とレイアウト、保存済みビューに保存されているテーブルの設定を使用して名前

付きカスタムビューを作成したり、以前に作成したカスタムビューを表示できま

す。また、[デバイス（Devices）]テーブルと [トラフィックエンジニアリング
（Traffic Engineering）]テーブルに適用されるフィルタもすべて保存されます。

9

デバイスとリンクの詳細の表示

次に、トポロジマップを使用してデバイスとリンクの詳細（LinkAggregationGroup（LAG）の
詳細を含む（ステップ 6参照））を表示する例を示します。

ステップ 1 メインメニューから、[トポロジ（Topology）]または [トラフィックエンジニアリング（TrafficEngineering）]
> [トラフィックエンジニアリング（Traffic Engineering）]を選択します。

ステップ 2 デバイスのホスト名、到達可能性の状態、IPアドレス、およびタイプをすばやく表示するには、デバイス
アイコン上にマウスを合わせます。
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ステップ 3 デバイスの詳細をさらに表示するには、デバイスアイコンをクリックします。

a) 次の例は、トポロジマップのデバイスの詳細を示しています。

アラームステータス機能が有効になっている場合は、ここにアラーム情報も表示されます。

アラームステータスを表示するには、CommonEMSサービスアプリケーションをインストー
ルし、アラームを表示するデバイスで Syslogおよび SNMPトラップのホスト情報を設定す
る必要があります。詳細については、『Cisco Crosswork Infrastructure and Applications
Installation Guide』および『Cisco Crosswork Infrastructure and Applications Administration Guide』
を参照してください。アラームステータス機能は、一部のライセンスパッケージで利用で

きます。

（注）

複数の IGPのセットアップでは、ルーティングの詳細ですべての IGP、IS-IS、および OSPFプロセス
を表示することもできます。次の例を参照してください。
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図 3 :複数の IGP：OSPFプロセス

図 4 :複数の IGP：ISISプロセス
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図 5 :複数の IGP：OSPFおよび ISISプロセス

b) 次の例は、トラフィックエンジニアリングマップの追加のトラフィックエンジニアリングデバイス
の詳細（[SR-MPLS]、[SRv6]、[RSVP-TE]、および [フレキシブルアルゴリズム（Flexible Algorithm）]
タブ）を示しています。この例では、2つのドメインの SRv6ロケータがリストされています。

ステップ 4 デバイスのリンクを表示するには、[リンク（Links）]タブをクリックし、右側のパネルを展開してすべて
のリンクの詳細を表示します。
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ステップ 5 使用率を表示するには、[A側（A side）]または [Z側（Z side）]を展開します。

ipv4および ipv6リンクに表示される使用率は、各アドレスファミリに固有ではなく、インターフェイスま
たはサブインターフェイスの集約トラフィックを表します。サブインターフェイスリンクに表示される使

用率は、サブインターフェイスのトラフィックのメインインターフェイスでの帯域幅使用率を表します。

ステップ 6 サイドパネルを折りたたんで、[デバイスの詳細（Device Details）]ウィンドウを閉じます。

ステップ 7 破線をクリックします。破線は、複数のリンクを表す集約リンクを示します。

デュアルスタックリンク（集約）は、1本の線で表示されます。（注）

Link Aggregation Group（LAG）のさまざまなバンドルメンバーとメンバーの詳細を表示するには、LAG
ディスカバリが有効になっていることを確認します（[管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [シス
テム設定（System Settings）]タブ > [ディスカバリ（Discovery）] > [LAG]チェックボックス）。

LAGディスカバリが有効になった後、LAG収集が完了するまでに数分かかります。（注）

a) [LAG]リンクをクリックします。次に例を示します。
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b) [メンバー（Members）]タブをクリックします。この例では、1つのリンクのみが表示されます。

c) [LAGメンバー（LAG member）]リンクをクリックします。
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デバイスグループを使用したトポロジビューのフィルタ

処理
さまざまな目的でデバイスを識別、検索、およびグループ化するためにデバイスグループを作

成できます。[Device Group]ウィンドウ（[Device Management] > [Groups]）には、すべてのデ
バイス、およびデバイスが属するデバイスグループが表示されます。デフォルトでは、すべて

のデバイスが最初は [Unassigned Devices]グループに表示されます。

グループ化とフィルタリングの機能を示すために、グローバルに分散されたデバイスの環境が

構築してあり、リージョンに基づいてデバイスをサブグループ化できます。この例には、US
Westというサブグループがあります。

ステップ 1 地理的マップ上のデバイスを表示します。

a) メインメニューから、[Topology]を選択します。

位置情報のないデバイスは、[Devices]テーブルにのみ表示されます。位置情報のないデバ
イスをマップに表示するには、[Geo Location]列にデバイスの地理座標を入力します。

（注）

b) [Device Group]ドロップダウンリストからグループ（US West）を選択します。そのグループ内のデバ
イスと関連リンクのみが地理的マップに表示されます。[Devices]テーブルもフィルタ処理され、グルー
プ内のデバイスのみが表示されます。
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ステップ 2 論理マップ上のデバイスを表示します。

a) メインメニューから、[Topology]を選択します。

b) をクリックします。

c) [デバイスグループ（Device Group）]ドロップダウンリストから [すべての場所（All Locations）]を選
択し、[グループの表示（Show Groups）]がオンになっていない場合はオンにします。このビューで
は、すべてのデバイスグループを表示できます。デバイスグループは、論理マップ内でのみこの方法

で表示できます。
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d) [Device Group]ドロップダウンリストからグループ（US West）を選択します。このグループに属する
デバイスがトポロジマップと [Devices]テーブルに表示されます。

e) テキストボックスに部分的なホスト名または IPアドレスを入力して、[Device]テーブルのデバイスを
フィルタ処理します（たとえば、現在の設定の [HostName]テキストボックスにS7Cと入力します）。
[デバイス（Device）]テーブルには、フィルタ処理の基準に一致するデバイスのみが表示されます。た
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だし、[デバイス（Device）]テーブルをフィルタ処理しても、トポロジマップ上のデバイスは視覚的に
フィルタ処理されません。地理的マップまたは論理マップ上のデバイスを視覚的にフィルタ処理する

には、デバイスグループを使用します。

リスト内のデバイスをダブルクリックして、選択したデバイスを地理的マップまたは論理

マップ上で再センタリングすることもできます。

（注）

デバイスグループの作成と変更

デバイスグループ、およびグループへのデバイスの割り当ては、手動（この項で説明）または

自動（次の項で説明）で実行できます。

ステップ 1 メインメニューから [デバイス管理（Device Management）] > [グループ（Groups）]を選択します。

ステップ 2 新しいサブグループを追加するには、[すべての場所（AllLocations）]の横にある をクリックします。

[すべての場所（All Locations）]の下に新しいサブグループが追加されます。

ステップ 3 デバイスをグループに追加するには、右ペインの [未割り当てのデバイス（Unassigned Devices）]でデバイ
スを選択し、[グループに移動（Move to Group）]ドロップダウンから適切なグループを選択します。

ステップ 4 既存グループの下で、サブグループを編集、削除、または追加するには、[デバイスグループ（Device

Groups）]ツリーでグループの横にある をクリックします。
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ステップ 5 グループの追加、削除、または編集（名前の変更または移動）を選択します。グループを削除すると、そ
のグループに属しているすべてのデバイスが [未割り当てデバイス（Unassigned Devices）]グループに移動
します。また、グループを削除すると、そのグループのサブグループがすべて削除されます。

デバイスは、1つのデバイスグループにのみ属することができます。（注）

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ダイナミックデバイスグループの有効化

デバイスホスト名で正規表現（regex）を使用して、デバイスグループを動的に作成し、未割り
当てのデバイスをこれらのグループに自動的に追加するルールを作成できます。ルールに一致

する新たに追加または検出されたデバイスは、適切なグループに配置されます。

ダイナミックルールは、すでにグループに属しているデバイスには適用されません。ルールで

考慮されるようにするデバイスは、[未割り当てデバイス（UnassignedDevices）]に移動する必
要があります。

（注）

始める前に

[ダイナミックグループ（Dynamic Groups）]ダイアログに示されている例に従うこともできま
すが、正規表現に精通していると有利です。

ステップ 1 メインメニューから [デバイス管理（Device Management）] > [グループ（Groups）]を選択します。

ステップ 2 [すべての場所（All Locations）] > [動的グループ化ルールの管理（Manage Dynamic Grouping Rule）]の横に

ある をクリックします。

ステップ 3 [他の詳細と例の表示（Showmore details and examples）]をクリックして、必要な [ホスト名（Host Name）]
フィールドと [グループ名（Group Name）]フィールドに入力します。

ステップ 4 [未割り当てデバイス（Unassigned Devices）]グループに既存のデバイスがある場合は、[ルールのテスト
（Test Rule）]をクリックして、作成されるグループ名のタイプのサンプリングを表示します。
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ステップ 5 [ルールの有効化（Enable Rule）]トグルをオンにして、ルールを有効にします。ルールが有効になると、
システムは未割り当てのデバイスを 1分おきに確認し、ルールに基づいてそれらを適切なグループに割り
当てます。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 この方法で作成されたグループは、最初は [未割り当てグループ（Unassigned Groups）]の下に表示されま
す（ルールが初めて有効になったときに作成されます）。新たに作成したグループを必要なグループ階層

に移動します。

ステップ 8 新しく作成した未割り当てグループを適切なグループに移動するには、次の手順を実行します。

a) すべてのロケーションの横にある をクリックし、[サブグループを追加（Add a Sub-Group）]をク
リックします。

b) 新しいグループに詳細を入力して [作成（Create）]をクリックします。
c) 左ペインから未割り当てのデバイスをクリックします。
d) 右側のペインから、移動するデバイスを選択し、[グループに移動（Move to Group）]をクリックして
適切なグループに移動します。

マップ表示設定のカスタマイズ
ニーズと設定に基づいて、トポロジマップに視覚的な設定を行うことができます。次を実行で

きます。

•リンクとデバイスの表示のカスタマイズ（17ページ）

• TEトンネルのデバイスグループの表示動作の設定 （18ページ）

リンクとデバイスの表示のカスタマイズ

デバイスとリンクマップの表示設定を設定するには、[トポロジ（Topology）]を選択し、トポ

ロジマップの をクリックします。

•集約リンク、およびリンクの状態と使用状況を簡単に確認できるようにするリンクの色付
け方法を表示するには、[リンク（Links）]をクリックします。デフォルトでは、集約リン
クはマップ上で単一リンクと区別され、リンクはリンク使用率のしきい値に基づいて色付

けされます。管理者は、使用率のしきい値と対応する色を変更できます。

•デバイスの状態とデバイスのラベル付けを表示するには、[デバイス（Devices）]をクリッ
クします。デフォルトでは、デバイスの状態はマップに表示され、ホスト名はデバイスの

ラベル付けに使用されます。
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TEトンネルのデバイスグループの表示動作の設定
デバイスグループを選択し、選択した TEトンネル内のデバイスがグループに属していない場
合に、トポロジマップに表示される内容を設定できます。動作を設定するには、[管理
（Administration）] > [設定（Settings）] > [ユーザー設定（User Settings）]を選択し、動作オ
プションのいずれかを選択します。

デフォルトでは、ユーザーは毎回デバイスグループビューを選択するように求められます。

トラフィックエンジニアリングの表示のカスタマイズ

トラフィックエンジニアリングの表示設定を設定するには、[Traffic Engineering] > [Traffic

Engineering]を選択し、トポロジマップで をクリックします。

•集約リンク、およびリンクの状態と使用状況を簡単に確認できるようにするリンクの色付
け方法を表示するには、[リンク（Links）]をクリックします。デフォルトでは、集約リン
クはマップ上で単一リンクと区別され、リンクはリンク使用率のしきい値に基づいて色付

けされます。管理者は、使用率のしきい値と対応する色を変更できます。

デュアルスタックリンク（集約）は、1本の線で表示されます。（注）

•デバイスの状態とデバイスのラベル付けを表示するには、[デバイス（Devices）]をクリッ
クします。デフォルトでは、デバイスの状態はマップに表示され、ホスト名はデバイスの

ラベル付けに使用されます。

• IGPパスを表示するときに、IGP、TE、および遅延メトリックを表示するには、[Metrics]
をクリックします。デフォルトでは、これらのメトリックは有効になっていません。

IGPパスが集約リンクを通過する場合、メトリックは表示できま
せん。IPv4と IPv6の両方のリンクがある IPv6ネットワークを表
示する場合、IPv6メトリックを表示するには、[Show Participating
Only]チェックボックスをオンにする必要があります。

（注）

•フレキシブルアルゴリズムのパスを表示するには、[FlexAlgo]をクリックします。詳細に
ついては、フレキシブルアルゴリズムの可視化を参照してください。

簡易アクセスのトポロジビューの保存
マップ上のデバイスとリンクを再配置すると、通常、変更は保存されません。便利なマップレ

イアウトに簡単にアクセスするには、名前付きカスタムビューとして保存すると、毎回マップ
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を再配置することなくすばやく取得できます。これは、多数のデバイスを含む大規模なネット

ワークを管理する場合に特に役立ちます。

カスタムビューを保存すると、次の設定が保存されます。

•地理的マップか論理マップか。

•論理マップのレイアウト内のデバイスの位置。

•デバイスとリンクの表示設定。

•デバイステーブルとトラフィックエンジニアリングテーブルで使用されるフィルタ

すべてのカスタムビューは、すべてのユーザーに表示されます。ただし、ビューを変更できる

のは管理者ロールを持つユーザーまたはカスタムビューを作成したユーザーのみです。

（注）

ステップ 1 必要な情報のみが含まれ、レイアウトがニーズを満たすまで、現在のマップビューをカスタマイズします。

ステップ 2 思いどおりになったら、[ビューの保存（Save View）]をクリックします。

ステップ 3 新しいカスタムビューの一意の名前を入力し、[保存（Save）]をクリックします。後でビューを変更（[Select
a saved view]をクリック）し、トポロジの編集、名前の変更、またはビューの削除を選択できます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


